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他
国
体
と
連
携
視
野

現
地
情
報
の
多
元
的
G
I
S等
で

日
本
病
院
会
は

3
月
初
日
、
平
成
辺
笠
度
代
犠
員
会
・
総
会
を
開
催
し
、

m年
度
原
鍛
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
を
承
認
し

た
。
ま
た
、
公
益
法
人
改
革
に
伴
い
、

5
月
習
を
回
途
に
「
一
般
社
団
法
企
に
移
行
す
歪
#
も
承
飽
し
た
。
一
方
、
現
在

の
緊
急
邸
周
で
あ
る
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て
堺
常
雄
会
長
は
、
中
長
期
化
の
機
相
を
呈
し
て
い
る
と
の
見
通
レ
を
一
事

し
、
自
由
何
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
各
病
院
団
体
お
よ
び
行
政
と
緊
密
な
迎
携
を
行
う
考
え
を
強
闘
し
た
。
ま
た
、
災
曾

対
策
本
部
(
本
部
長
日
帽
明
会
長
)
に
加
え
災
曾
対
策
特
別
蚕
員
会

(4
面
に
関
連
便
事
)
を
般
憧
し
支
援
強
化
を
図
る
考
え
も
示

す
と
と
も
に
、
会
員
に
対
し
て
支
援
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

患
者
受
入
の
規
制
除
外
に
働
き
か
け

堺
会
畏
は
あ
い
さ
つ
の
中

で、

3
局
日
白
の
東
日
本
大
震

災
に
対
し
同
日
発
足
レ
た
日
病

の
一
災
脅
対
策
本
部
の
活
動
状
況

を
餅
喝
「
霊
災
当
初
は
会
員

病
院
の
D
M
A
T
(災
曾
派
遣

医
療
チ
l
ム
)
な
ど
通
じ
て
災

轡
医
療
支
習
を
行
っ
た
が
、
急

性
期
医
療
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
程

度
話
ち
省
い
た
現
在
は
、
多
分

こ
れ
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
対
応
が
迫
ら
れ
て
く

る
」
と
予
測
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
対
応
に
と
っ

て
、
阪
神
淡
路
大
震
災
と
は
規

燃
や
被
災
状
況
の
点
で
大
き
く

異
な
る
と
と
か
ら
「
今
回
は
全

く
発
想
を
変
-
え
て
患
者
の
移
動

作
戦
と
い
う
か
、
被
災
地
で
対

応
で
き
な
い
医
療
機
能
や
都
市

堺会長

日病の22年度代議員会・総会の模様

機
能
を
別
の
場
所
に
移
す
と
と

も
考
え
な
く
て
は
」
な
ど
と
指

摘
し
た
。
と
の
一
場
合
、
被
災
し

た
患
者
平
住
民
を
、
市
町
村
単

位
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で

関
東
や
東
海
地
域
な
ど
に
移
転

さ
せ
る
乙
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
し
て
い
る
。

災
轡
対
策
本
町
聞
か
第
一
に
血

視
す
る
の
は
、
被
災
情
報
の
収

集

・
問
問
信
の
一
一
和
的
管
理
と
強

闘
。
乙
れ
に
は
東
北
3
県
(
岩

手
、
宮
城
、
窃
島
)
を
申
心
に

会
員
病
院
の
被
災
状
視
を
鋪
査

す
る
と
と
も
に
、
患
者
の
受
入

可
能
状
況
な
ど
支
援
側
の
状
涜

抱
援
に
も
務
め
て
い
る
と
鋭
閉

し
た
。
具
体
的
に
は
、

G
I
S

(
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

・イ
ン

フ
Jn
メ
l
シ
ョ
ン

・
シ
ス
テ
ム

H
地
理
情
相
手
γ
ス
テ
ム
)
を
用

い
た
被
災
病
続
マ
ッ
プ
を
日
病

ホ
1
ム
ペ
ー
ジ
ょ
に
掲
載
し
て

い
る
。
今
後
樟
波
情
報
や
「
月

刊
新
医
療
」
誌
が
有
す
る
病
院

の
医
療
機
織
情
報
な
ど
を
活
用

純.".貧"・保健指鳳周
DVOEJてンフレツト

日
病
が
義
援
金

口
座
を
開
設

東
北
方
面
を
中
心
に
圏
内
観

測
史
上
軍
大
規
模
の
東
日
本
大

震
災
が
間
四
生
し
、
棒
波
、
強
物

倒
纏
な
ど
で
多
く
の
人
々
が
被

災
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
病
院
会
で
は
、
同
地
震

に
よ
る
被
災
病
院
に
対
し
臓
鍍

金
を
届
け
た
く
、
募
金
の
た
め

し
、
多
元
的
な
情
報
を
織
り
込

ん
だ
G
I
S
の
構
築
を
め
ざ
す

方
針
も
紹
介
し
た
。
四
病
院
団

体
協
機
会
な
ど
に
も
吾
用
し
て

も
ら
え
ば
医
療
界
辛
夜
で
支
援

す
る
道
す
じ
に
繋
が
る
と
し
て

い
る
。第
二
に
重
視
す
る
の
取
組
み

は
、
「
転
院
希
望
患
者
受
入
窓

口
」
の
般
鑑
に
よ
る
受
入
れ
可

能
病
院
と
の
関
盤
恵
撲
で
あ

る
。
す
で
に
目
病
H
Pで
窓
口

を
般
け
、
マ
ッ
チ
ン
グ
事
総
を

符
う
方
向
で
検
討
を
始
め
た
。

ま
た
、
休
眠
病
床
の
活
用
も
視

野
に
、
関
策
、
上
越
、
東
海
地

域
の
会
員
病
院
に
状
涜
把
組
の

制
査
を
行
な
う
考
え
も
示
レ

た。
特
に
問
題
に
な
っ
て
い
た
の

は
転
院
受
入
病
院
側
が
、
む
趨

配
償
還
単
や
オ
ー
バ
ー
ベ
ッ
ド

な
ど
の
規
制
に
よ
り
、
受
入
れ

が
進
ま
な
い
ケ
1
ス
が
予
測
さ

れ
て
い
た
と
と
。
個
別
会
長
は
、

と
れ
ら
の
規
制
に
つ
い
て
民
主

党
の
「
東
北
関
東
大
震
災
被
災

者
他
版
対
策
チ
I
ム
」
に
日
病

代
迭
と
し
て
参
闘
し
て
い
る
栂

V
日
本
病
院
会
創
立

ω周
年

配
金
乱
典
、
来
年
3
月
に
延
期

H
目
本
病
院
会
は
創
立
町
周
年

記
念
式
典
を
今
年

5
月
幻
自

(
金
)
に
東
京
・
港
区
虎
ノ
門

の
ホ
テ
ル
オ
1
ク
ラ
東
京
で
行

う
単
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

の
銀
行
口
座
を
次
の
と
お
り
開

股
し
ま
し
た
。

6
月
時
日
ま
で

受
付
げ
て
い
ま
す
。

マ
三
重
東
京
U
F
J
銀
行

麹
町
支
百
社
閣
法
人
日
本
病

院
会
災
轡
支
援
募
金
口
口

座
番
号
0
0
8
5
9
0
3

※
銀
込
手
数
料
は
振
り
込

み
織
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

寄
付
金
授
除
対
畿
と
な
る
寄
付

金
取
り
銭
い
に
は
な
り
ま
せ

ん。原
優
副
会
長
を
通
じ
て
病
院
側

の
要
望
を
申
し
入
れ
た
結
果
、

現
在
は
超
法
規
的
指
置
が
購
じ

ら
れ
ク
リ
ア
に
な
っ
た
と
鋭
明

レ
た
。第
三
は
、
日
病
と
し
て
較
援

金
口
座
を
開
腹
し
た
こ
と
(
別

掲)。

6
月
日
日
ま
で
受
付
廿

て
い
る
。
と
の
ほ
か
、
被
災
し
た
病
院

等
の
診
療
記
録
が
失
わ
れ
た
り

損
援
し
た
り
、
あ
る
い
は
保
管

場
所
が
確
保
で
き
な
い
場
合
や

病
院
が
危
険
区
域
内
の
た
め
織

出
不
可
能
に
な
る
な
ど
の
不
測

の
g
態
へ
の
対
応
を
、
厚
生
労

働
省
に
確
認
し
て
い
る
状
況
も

湾
へ
た
。
こ
の
た
め
被
災
病
院
の
情
報

収
集
・
分
析
に
務
め
、
有
用
な

デ
1
タ
を
確
保
し
た
い
と
述
べ

た。
あ
い
さ
つ
の
蝦
後
に
、
堺
会

長
は
大
震
災
へ
の
支
援
活
動
が

中
長
期
的
観
閣
に
な
る
と
の
見

通
し
を
あ
ら
た
め
て
強
閉
し
、

会
員
の
一
霊
童
を
呼
び
か

け弓

が、

3
月
日
日
に
発
t
↑U
た
未

曾
有
の
東
日
本
大
震
爽
に
よ
る

非
常
態
態
が
現
在
も
な
お
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
勢
行
部
が

熟
慮
し
た
結
果
、
来
年

8
月間山

田
(
金
)
に
延
期
す
る
と
と
に

し
ま
し
た
。

ーl
J

と
の
頃
は
、

一申
A
一
病
院
や
役
場
な

一影

一
ど
、
ど
と
で
も

一無

一
モ
ン
ス
タ
ー
に

「
L
手
を
焼
い
て
い

る
と
い
う
鱈
を
聞
く
V
君
鰻

系
大
学
に
は
、
父
親
の
職
業

が
医
師
、
母
親
の
職
業
が
君

種
師
、
あ
る
い
は
そ
の
組
み

合
わ
せ
と
い
う
学
生
が
多
数

在
籍
し
て
い
る
。
期
末
鼠
験

や
容
態
技
術
テ
ス
ト
な
ど
で

不
合
格
と
分
か
っ
た
と
た
ん

に
、
教
員
に
遠
慮
な
く
賜
量

雑
雷
を
浴
び
せ
、
モ
ン
ス
タ

ー
に
変
調
す
る
医
師
が
多
い

と
と
V
手
紙
で
、
時
に
は
面

援
で
保
組
者
の
態
見
を
伺
う

機
会
を
持
つ
と
、
と
自
身
が

医
学
生
だ
っ
た
頃
を
判
断
基

準
と
し
、
学
校
の
要
求
が
厳

レ
す
ぎ
る
、
き
め
細
か
い
指

導
が
不
足
、
と
指
摘
。
す
な

わ
ち
特
別
扱
い
を
要
求
す
る

の
が
共
費
曹
と
と
は
警

の
拐
、
学
生
に
は
学
則
に
沿

っ
て
皆
平
等
に
公
平
に
鍛
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

大
原
則
が
あ
る
。
レ
か
し
、

大
学
と
て
、
理
解
カ
の
乏
し

い
学
生
に
は
折
に
ふ
れ
指
導

を
強
化
し
て
い
る

V
な
ま
じ

知
っ
て
い
る
業
界
だ
か
ら
一
黙

っ
て
は
い
ら
れ
な
い
気
持
ち

は
分
か
る
が
、
ま
ず
は
親
の

役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

予
習

・
復
習
を
コ
ツ
コ
ツ
と

や
っ
て
い
る
か
観
察
し
、
つ

ま
ず
い
て
い
る
個
所
を
一
緒

に
考
え
る
時
閉
を
共
有
し
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
(H
-
A)
 

通信教育史'1#!E:募集f 陳情報管理士通信教育 TEL03-5215-6647 病臨時理士通信教育 TEL03-抑制281

|帥情情理士湖附鱒79舵{四側、鵬財団融)I I I 病隙間理士湖附第34園生{目病院)
!昭和 47年間偽診療記録及び診疲情報の管埋.分析を行う専門蔵----------~昭和日年事務長量成絹座として開揖し、平成 11 年から広範聞な職種に拡大. 1 
i修了曹は『診療情報管厘士JU定試験を畳駿することができる.(四病院団体協踏平成 21年より修了者は日本病院会認定の r病院経営管理士Jとして登録
j制ぴ医療研修推酬団がum l l j病院の健全経営の一翼を担う人材を育成.卒業生も酬化し活動・ ! 
.開講 7月1日(申込締切5月31日) ・受綿料 1年間 10万円 l ・開鱗 7月1日{申込締切5月31日) ・受講料 l年間 48万円
.修業年限 2年(基髄課程 l年、専門課程l年 e定員 1∞0名 l ・修業年限 2年 (前・後期分納)

.受講資格 原則短大又は専門学校卒以上.但し病院勤務者は高卒で可 ・受講資格病院長が適栴と認めた者又は同等と認められる者、あるいは

なお‘医師、看績師、集剤師は基健課程を免除 短大本以上.但し病院勤務者は高率で可.
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理
由
に
機
動
的
対
応
重
視

代
議
員
(
社
員
)
は
間
人
増
に

日
本
病
院
会
は
、
公
益
法
人

改
革
に
伴
う
新
法
人
移
行
に
対

し
て
平
成
却
年
8
月
に
設
置
し

た
「
公
益
法
人
制
度
見
直
し
に

係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」

(
委
員
長
U
池
津
康
郎
名
誉
会

員
)
で
6
回
に
わ
た
り
検
討
を

行
い
、
「
一
般
社
団
法
人
」
に

移
行
す
べ
き
と
の
提
案
を
ま
と

め
執
行
部
に
提
案
、
常
任
理
事

会
お
よ
び
合
同
理
事
会
の
承
認

を
経
て
、

3
月
お
日
の
代
議
員

会
・
総
会
に
諮
り
機
関
決
定
し

た
。
一
般
社
団
法
人
で
は
、
行

政
庁
の
一
律
的
な
監
督
や
制
限

が
課
さ
れ
な
い
自
律
的
な
活
動

が
可
能
と
な
る
。
法
人
格
は
内

闇
府
の
認
可
を
得
て
登
記
で
取

得
で
き
る
。

一
方
の
「
公
益
社
団
法
人
」

の
場
合
、
公
益
性
の
担
保
と
一

定
の
税
優
遇
を
付
与
さ
れ
る
も

の
の
、
公
益
目
的
事
業
比
率
印

私
W

以
上
が
必
要
で
、
か
つ
行
政

に
よ
る
毎
年
の
監
督
を
受
け

る。
法
人
移
行
問
題
を
担
当
し
て

い
る
梶
原
優
副
会
長
の
説
明
に

よ
る
と
、
当
初
は
公
益
社
団
へ

の
移
行
を
検
討
し
て
い
た
が
、

公
益
目
的
事
業
比
率
印
必
以

上
、
す
な
わ
ち
公
益
事
業
の
収

入
が
支
出
を
上
回
ら
な
い
と
い

う
基
準
を
満
た
し
認
定
を
得
る

の
は
現
状
で
は
難
し
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
だ
が
、
各
法
人
の

税
負
担
の
差
は
約
2
4
0万
円

程
度
に
収
ま
る
と
試
算
さ
れ
る

こ
と
や
、
公
益
社
団
に
伴
う
各

種
制
約
や
認
定
取
り
消
し
の

リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
の
運
営

よ
り
も
会
員
の
ニ

l
ズ
に
対
し

制
約
を
受
け
ず
に
機
動
的
に
対

応
で
き
る
一
般
社
団
の
選
捉
が

適
切
と
の
提
案
理
由
を
述
べ

た。
認
可
申
請
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
ま
ず
「
定
款
の
変
更
案
」

に
つ
い
て
会
員
か
ら
4
月
中
に

意
見
聴
取
(
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
)
を
行
う
。

5
月
釘
日
の

代
議
員
会
で
理
事
・
監
事
の
再

任
と
新
た
な
定
数
に
基
づ
く

「
社
員
」
(
代
議
員
)
の
選
出
を

経
て
、

7
月
を
固
謹
に
内
閣
府

代議員会・総会

も
し
く
は
来
年
初
頭
と
見
込
ん

で
い
る
。

当
日
の
代
議
員
会
・
総
会
で

は
移
行
に
伴
う
定
款
等
の
変
更

案
も
提
示
。
現
在
の
「
代
議

員
」
は
「
社
員
」
と
名
称
変
更

し
、
社
員
総
会
は
社
員
で
あ
る

代
議
員
で
構
成
さ
れ
る
代
議
員

会
と
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
代
議
員
の
数
は

現
在
、
各
都
道
府
県
ご
と
に
正

6
名
(
同
叫
名
、

η名
)
に
増

え
る
こ
と
に
な
る
。
同
案
を
5

月
の
代
議
員
会
・
総
会
で
決
定

す
る
方
針
で
あ
る
。

公
益
法
人
改
革
は
四
年
6
月

に
関
連
3
法
が
公
布
さ
れ
、
加

年
ロ
月
1
日
に
施
行
、
新
制
度

で
は
お
年
日
月
初
日
ま
で
の
5

年
間
に
公
益
社
団
か
一
般
社
団

に
移
行
し
な
い
場
合
は
解
散
と

な
る
。

会
員
の
う
ち
印
名
ま
で
は

2

名
、
印
名
ま
た
は
そ
の
端
数
を

増
す
ご
と
に
1
名
の
割
合
で
選

出
し
て
い
る
が
、
団
名
を
超
え

る
端
数
の
取
り
扱
い
を
お
名
ま

た
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

1
名
と
い
う
割
合
に
変
更
す

る。
定
款
変
更
後
の
代
議
員
数

は
、
現
行
の
1
1
7名
(
公
的

一
凶
名
、
私
的
例
名
)
か
ら
1
3

に
移
行
申
請
書
を
提
出
す
る
計

画
だ
。
新
法
人
の
認
可
は
年
内

(3面の続き〉
(問19)被災地以外の保険医療機関において、災害等
やむを得ない事情により、特定入院料の届出を行って

いる病棟に診療報酬上の要件を満たさない状態の患者

が入院(例えば回復期リハビリテーション病棟に回復

期リハビリテーションを要する状態ではない患者が入

院した場合など〉した場合に、特定入院料等に規定す

る施設基準の要件についてどのように考えればよい
ヵ、。
〈答〉被災地以外の保険匿療機関において、災害等

やむを得ない事情により、特定入院料の届出を行って

いる病棟に診療報酬上の要件を満たさない状態の患者

が入院(例えば回復期リハビリテーション病棟に回復

期リハビリテーションを要する状態ではない患者が入

院した場合など〉した場合には、当面の問、当該患者

を除いて施設基準の要件を満たすか否か判断する。

(問20)被災地以外の保険医療機関において、被災地
の保険医療機関が災害等の事情により診療の継続が困

難となり、当該被災地の保険医療機聞から転院の受け

入れを行った場合に入院の日はどのように取り扱うの
カ、。
〈答〉当面の問、被災地の保険医療機関が当該被災

地以外の保険医療機関と特別の関係にあるか否かにか

かわらず、当該被災地以外~保険医療機関に入院した
日を入院の日とする。

(問21)被災地以外の保険医療機関において、被災地
の介護施設、避難所等から入所者等の受入を行った場

合、入院基本料、特定入院料等は算定できるか。

(答〉医学的判断に基づ、き入院が必要と判断された

場合には算定できる。なお、単なる避難所としての利

用の場合は算定できない。(災害救助法の適用となる

医療については、県市町村に費用を請求する。なお、

当該費用の請求方法については、県市町村に確認され

Tこ1ハ。〉
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oU一
肝
一
一
=
一
戸
町
一
=
一
一
五
一
医
院
長
一
昨
日
一
首
一
年
長
昨
日

~

F

t

i

f

た
り
に
し
て
た
だ
言
葉
を
失
っ
た
。
早
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
自
衛
隊
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
災
地
の
負
担
軽
減
の
為
に
は
救
護
な
ど
が
有
機
的
に
役
割
を
分
担
し
て
伽

川
ん
嶋
一
一
十
人
時
一
ぜ
A
聞
が
法
行
一
さ
ら
に
、
福
島
の
原
発
の
被
災
事
初
め
て
陸
・
海
・
空
合
同
の
叩
万
人
改
善
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
く
み
ら
供
側
に
も
ヘ
ッ
ド
ク
ォ

1
タ
l
は
必
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
内

:
一
場
仇
一
一
鼻
音
誠
心
故
が
状
視
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
目
規
模
の
投
入
が
行
わ
れ
た
。
阪
神
大
れ
た
。
も
っ
と
も
欠
落
し
て
い
た
の
要
だ
ろ
う
。
し
、
現
場
で
は
他
の
医
療
機
関
の
情
川

一
-
一
一
糊
hu--耕
一
平
?
等
一
γ

に
見
え
る
恐
怖
と
固
に
見
え
な
い
事
震
災
以
後
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
は
ヘ
ッ
ド
ク
ォ

l
タ
I
(司
令
塔
)
日
本
病
院
会
に
お
い
て
も
こ
の
よ
報
が
き
な
い
。
ト
リ
ア
l
ジ

後

九

川

へ

の

恐

怖

が

日

本

に

試

練

を

与

え

て

D
M
A
Tは
総
計
3
0
0チ
I
ム
以
の
不
在
で
あ
る
。
刻
々
と
変
化
す
る
う
な
緊
急
時
に
即
応
で
き
る
よ
う
な
搬
送
先
の
状
祝
が
分
か
ら
な
い
の
い

い

2
0
1
1年
3
月

日

目

、

東

北

関

情

報

提

供

シ

ス

テ

ム

は

持

ち

合

わ

せ

だ

。

重

症

者

ほ

ど

被

災

地

域

外

の

医

叶

東

地

方

に

発

生

し

た

大

地

震

は

日

本

て

い

な

か

っ

た

。

今

回

、

他

の

病

院

療

機

関

に

搬

送

す

る

の

が

原

則

で

あ

川

に

甚

大

な

被

害

を

も

た

ら

し

た

。

過

東

日

本

大

震

災

団

体

や

他

業

種

数

社

の

協

力

の

下

、

り

、

そ

の

た

め

に

は

自

治

体

を

超

え

一

去

津

波

に

よ

る

被

害

を

幾

度

と

な

く

地

図

上

に

被

災

地

に

お

け

る

被

災

病

た

広

域

な

情

報

が

欠

か

せ

な

い

。

広

吋

経

験

し

対

策

も

立

て

て

い

た

町

で

あ

院

の

状

混

と

全

国

の

支

援

病

院

の

状

域

災

害

の

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

複

川

つ
で
も
、
想
定
を
大
き
く
上
回
る
規
い
る
。
上
が
被
災
地
に
入
っ
た
。
犠
牲
者
の
被
災
地
の
状
視
把
握
と
救
援
体
制
と
祝
を
取
り
込
ん
だ
も
の
を
日
本
病
院
数
の
相
定
で
行
う
た
め
に
も
、
平
時
川

模
の
樟
波
は
強
固
な
護
岸
も
容
易
く
阪
神
大
震
災
以
後
全
国
で
大
規
模
多
く
、
か
津
波
に
よ
る
と
い
う
特
殊
な
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
と
れ
ず
、
い
わ
ゆ
会
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
た
。
か
ら
医
療
機
関
情
報
を
最
新
の
も
の
い

破
壊
し
、
生
活
基
盤
が
町
ご
と
波
に
災
害
を
想
定
し
た
災
害
訓
練
が
組
織
事
情
も
あ
り
、

D
M
A
Tチ
1
ム
の
る
救
援
格
差
が
発
生
し
た
。
特
に
今
作
成
の
過
程
で
改
め
て
分
か
っ
た
事
に
更
新
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
一

さ
ら
わ
れ
た
。
阪
神
大
震
災
の
時
、
を
ま
た
い
で
行
わ
れ
て
い
る
。
当
多
く
は
本
来
の
機
能
を
発
揮
で
き
な
回
の
様
に
広
域
な
被
災
状
視
で
は
情
は
、
医
療
提
供
側
の
リ
ソ
ー
ス
の
現
る
。
こ
の
事
も
日
本
病
院
会
の
責
務
ル

象
徴
の
様
に
メ
デ
ィ
ア
が
流
し
た
阪
時
、
被
災
し
た
自
治
体
か
ら
の
要
請
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
医
療
の
プ
ロ
報
と
指
示
の
二
元
化
が
求
め
ら
れ
る
状
把
握
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
だ
。
と
考
え
る
。
一
叩

神
高
速
の
倒
壊
現
場
に
我
々
は
人
聞
が
無
け
れ
ば
自
衛
隊
す
ら
動
け
な
か
と
し
て
み
た
被
災
現
場
の
貴
重
な
情
が
、
行
政
と
官
邸
の
混
乱
ぷ
り
は
こ
災
害
時
に
は
災
害
拠
点
病
院
を
中
心
叫

大

道

道

大

い

の
非
力
さ
を
嘆
い
た
が
、
今
回
の
揮
っ
た
反
省
も
あ
る
。
そ
の
成
果
か
今
報
を
多
く
伝
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
の
国
の
危
機
管
理
能
力
の
な
さ
を
露
と
し
て
地
域
災
害
医
療
セ
ロ
タ
I
、

叩
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Webからも登録できます
輪団体割引 20%適用

韓訴訟費用等も補償いたします

融他の医療機関における

産療行為も対象となります

鞠万一事故が発生した場合も

しっかりサポート
https://www.nichibyo.jp/hoken/ 



• 
(3) 平成23年 4月 10日 田鹿鳴醜金二.2.-~ ( J . H . A. N E W S ) 

臨麗璽臨盟調理
(星空語芸品易量号〉第840号

.の患者が入院(例えば回復期リハピリテーション

:病棟に回復期リハビリテーションを要する状態で

iはない患者が入院した場合など〉した場合に、特
:定入院料等に規定する施設基準の要件についてど

:のように考えればよいか。

(答〉被災地の保険医療機関において、災害等

・:以外」の取扱いとするか。同様に同じ避難所等に:やむを得ない事情により、特定入院料の届出を行
厚生労働省保険局医療課は4月 1日付けで、

ザ居住する複数人に同一日に同じ訪問看護ステーシ:っている病棟に診療報酬上の要件を満たさない状

闇

:東日本大震災等に関連する診療報酬の取扱いL:・ .--_._" 
:ョンから訪問看護を行う場合はとうか。:態の患者か、入院(例えば回復期リハビリテーショ

:ついて、次のとおり取りまとめた(抜粋)0
(答〉いずれも、同一建物居住者の取扱いとす:ン病棟に回復期リハビリテーションを要する状態

1 .被災地(災害救助法の適用対象市町村(東京:る。なお、医科の場合にあっては、避難所等にお:ではない患者が入院した場合など〉した場合に
都を除く。〉をいう。以下同じ。)いて、同一世帯の複数の患者に診察をした場合:は、当面の問、当該患者を除いて施設基準の要件

(問1)日本赤十字社の救護班、 DMAT (災害:は、「同一建物居住者」の取扱いではなく、 1人:を満たすか否か判断する。

派遣医療チーム〉や JMAT (日本医師会による:目は「同一建物居住者以外の場合」を算定し、 2: (問13)被災地の保険医療機関において、被災地
災害医療チーム〉などボランティアにより避難所:人目以降の患者については、初診料文は再診料若:の他の保険医療機闘が災害等の事情により診療の

や救護所等で行われている診療について、保険診:しくは外来診療料及び特掲診療料のみを算定する:継続が困難となり、当該他の保険医療機関から転

療として取り扱うことは可能か。こと。:院の受け入れを行った場合に入院の日はどのよう

また、それら診療について一部負担金を患者か(問9)避難所等に居住する患者であって、定期:に取り扱うのか。
ら徴取しではならないか。:的に外来における診療を受けている者からの求め(答〉当面の問、他の保険医療機闘が当該保険

〈答〉都道府県知事の要請に基づき、日本赤十:に応じて、当該外来による診療を行っている被災:医療機関と特別の関係にあるか否かにかかわら

字社の救護班やDMAT、 JMATなど、ボラン:地の保険医療機関の医師等が避難所等に往診を行:ず、当該保険医療機関に入院した日を入院の日と

ティアが避難所等で行った医療に係る経費につい:った場合、往診料は算定できるか。:する。

ては、 (答〉患者が避難所等にある程度継続して居住(問14)被災地の保険医療機関において、通常外
① 薬剤、治療材料等の実費 :している場合には、避難所に居住している患者で:来診察を行っている患者に訪問診療を行った場合

② 救助のための輸送費や日当・旅費等の実費:あって、定期的に外来による診療を受けている者:に、訪問診療料は算定できるか。

などを災害救助法の補助対象としており、これを:からの求めがあり、当該外来による診療を行って(答〉居宅で療養を行っており、疾病、傷病の

保険診療として取り扱うことはできない。したが:いる被災地の保険医療機関の医師等が避難所等に:ために通院による療養が困難なものに対しては訪

って保険診療としての一部負担金を患者に求める:赴き診療を行った場合には、往診料を算定でき:問診療料を算定できるが、疾病、傷病から通院に

ことはできない。る。ただし、 2人目以降については、往診料は算:よる療養が可能と判断されるものに対しては、訪
(問2)保険医療機関の建物が全半壊等し、これ:定できず、再診料の算定となる。(通常の往診料:問診療料の算定はできない。(通常の訪問診療料
に代替する仮設の建物等として、臨時診療所等を:と同じ取扱い)等の規定のとおり〉

設置した場合、保険診療等を行うことは可能か。(間10)被災地の保険医療機闘が、災害等やむを(問15)間 7、 8及び14に闘し、保険薬剤師が避
(答〉保険医療機関及び保険薬局等の建物か、全:得ない事情により、医療法上の許可病床数を超過:難所又は居宅を訪問し、薬学的管理及び指導を行

半壊等し、これに代替する仮設の建物等(以下:して入院させた場合なと、は、どの入院基本料、特:った場合、在宅患者訪問薬剤管理指導料は算定で

「仮設医療機関等」という。〉において診療文は:定入院料を算定するのか。:きるか。

調剤等を行う場合、当該仮設医療機関等と全半壊(答〉当面の問、以下の取扱いとする。(答〉閏7、 8及び14における訪問診療料等の
等した保険医療機関等との聞に、場所的近接性及:<原則> ::算定に係る扱いと同様である。

び診療体制等から保険医療機関等としての継続性: 実際に入院した病棟(病室〉の入院基本料・特(間16)被災地以外の都道府県で登録した保険



第 840号(塁盟端自)

• 

(4) 白O
 

月4

目
本
病
院
会
は
4
月
6
目、

年一

宮
本
人
震
災
の
支
援
に
向
り

ぷ一

た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め

配一

「
災
害
対
策
特
製
員
会
」
を

平一

新
た
に
発
足
さ
せ
た
。
護
員
長

一
に
は
地
峨
医
療
蚕
員
会
蚕
員
長

一
で
も
あ
る
塩
谷
泰
一
氏
を
選
出

一
し
、
震
災
復
興
に
関
与
す
る

4

一
蚕
員
会
か
ら
な
る

6
人
の
蜜
員

一
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:いてどのように行うのか。

〈答〉各保険医療機関においては、態者の口頭

:による申し出により確認を行い、その内容を診療

:録の備考欄に簡潔に記録しておく。

〈椴災鉦明笛等を求める必要はない〉

〈問9)保険医療機闘が、患者の申レ出により、

事務連絡の rl 対象者の望件Jに核当すると判
ー保険により受診できる取扱いとし、一部負担金の :断して一部負担金を猶予したものの、最終的に保

厚生労働省保険局医療錬は4月 2日、東日割合などは、当該被保険者証の回織内容に基づき:
険者においてその患者が一部負担金の免除等の要

・本大震災等の被災者に係る被保険者証等の取取扱い、当該被保険者証を交付した保険者に対し ・
-件に骸当しないと判断した場合には、保険医療機

:扱い等について、次のとおり取りまとめた。て保険購求されたい。
-闘は保険者から医療費の支払いを受けることがで

なお、当骸被保険者証に飽載された生年月日か
-きないのか。

【被災者に係る被保険者匝E等の提示について】 :色、 75歳に到達するととカ可種飽できる被保険者に
(答〉最終的に保険者において、その患者が免

〈問1)今般の震災により被保険者庇等を提示で ついては、後期高齢者医療の保険者に保険請求す.
きない場合であっても保険診療を受けるととが可:るよう留意されたい。:除等の嬰件九絞当しないと判断された場合であっ

能な取扱いとされているが、対畿地域は限定され : 【被災者に係る一部負担金等の取扱いについて) ても、保険医療機関には請求どおりの医療費が支

ているのか。 ・ (問5) r東北地方太平洋沖地震及び畏野県北部.払われることとなる。
〈答〉今般の地鍾による震災に伴い、被保険者 iの地震による被災者に係る一部負担金等の取扱い(愚終的に保険者において、猶予を申し出た患者
鉦等を紛失あるいは家庭に残したまま避難してい・について(その4)J(平成23年 3月23日付恵務連.が免除等の重要件に骸当しないと判断した場合に
るととなどにより被保険者証等を提示することが:絡。以下「事務連絡」という。〉の r1 対象者の・は、保険者がその患者に対して差額の返溜筒求を
できない方が対象であり、特段その対象地域は限.要件」に骸当しない被災者が診療を求めてきた場 ・行う乙ととしている。〉

定していない。合は、一部負担金等についてどのように取り扱え・ 〈問10)保険医療機闘が、本来一部負担金等が猶

〈問2)患者の民名、生年月目、住所等は、免許.ば良いか。:予されるべき患者について、一部負担金等を受領

府等で確認しなければな色ないのか。 ・ 〈答〉当骸保険医療機関における通常時の取扱・してしまった場合、保険医療機関は、 ζの患者に

〈答〉免許証等を、紛失あるいは家庭に残した:いを行っていただく乙ととなる。なお、被保険者 i一部負担金等を返還する必要があるのか。
まま避難しているととにより提示できない場合も:鉦等を提示できない場合においては、保険者への(寄〉当該患者が、同月中に再度来院されるよ

考えられ、必ずしも身分証明笛を提示いただく必 i照会や患者に対して窓口で確怨した自己負担創合:うな場合には、その際、一部負担金等を返還して
安はなく、患者に窓口で口頭により確留するとと ・で一部負担金等を受領するととで足りる。いただきたい。なお、保険医療織関において当骸

で 足りる。(問3参照)患者の連絡先を突き止めてまで返還する必要はな

〈問3)患者のー部負担金の割合はどのように確(間6)事務連結の rl 対愈者の要件JCl)の い。〈なお、阪神 ・淡路大震災の際は、このよう

怨するのヵ、。聖書件に骸当する乙との確認は、保険医療機関にお なケースは本人の申し出によって、保険者から所

(答〉保険者への照会や、患者に対し窓口で確:いてどのように行うのか。 ・安置買が還付されていたととろ〉

認されたい。(笛〉各保険医療機関においては、被保険者鉦(問11)福島第1原発の恵故に伴う避難指示及び

なお、量終的に保険者において、その患者に係 i等の提示により患者の住所を確認する。ただし、 屋内温避指示の対象となった方の一部負担金等が

る本来の自己負担割合と、保険医療機関が受領し:被災により被保険者証等の提示が出来ない場合に・猶予されるのは、いつの員全般かちなのか。

た一部負担金等の額が異なるととが確認された場 :は、患者の民名、生年月日、住所及び連絡先 (ζ(答〉避艇指示及び屋内巡遊指示後の診療から、

合においても、当面、保険医療機関の請求どおり!れらに加え、被用者保険の被保険者の場合は勤務:一部負担金等は猶予されることとなる。

の給付割合により医療費の支払いがなされる。先の事業所名、国民健康保険組合の被保険者の場(問12)保険優先の公費負飽医療〈※〉の対象者

(被保険者等が、保険医療機関等で本来の自己負 i合は組合名〉を診綴録に記録しておく。が、今般の災害による一部負担金等が猶予される
担割合より多く負担した場合、後日、保険者から j
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